








２年

4 ・ T.S.全体ガイダンス
◎ SDGｓガイダンス

・ 探求方法ガイダンス

・ ガイダンス
◎ SDGｓ学習

● 北陸体験学習 ・ ガイダンス

・ 追究まとめ ◎ SDGｓ学習

・ 発表交流準備 ・ ウェビング

5 ・ 訪問依頼・ｱﾎﾟｲﾝﾄ講座 ● 飛騨高山体験学習 ・ 個人追究テーマ設定 ◇ 発表交流会

・ ウェビング講座 ・ 追究まとめ （ポスターセッション）

・ テーマの立て方講座 ・ 発表交流準備 ・ 振り返り
◇ 発表交流会 ◇ 「目覚めよ、社会参画力！」

6 （ポスターセッション） ◎ 未来授業 （市内10団体が講師）

・ 振り返り 地域人材・市役所等 ◇ 出前講座
・ 個人追究テーマ設定

・ ガイダンス　　・出前講座 ・ 追究計画立案

7 ・ 学習班作り ◎ マナー講座 ・ 追究参画活動計画

・ 班別追究テーマ設定

8 ・ ・ 個人での追究活動 ・

9 ・ 訪問場所設定 ・ 訪問依頼・アポイント ・ 訪問以来・アポイントメント

・ 追究活動

10 ・ 訪問準備 ● ・ フィールドワーク

・ 学年発表交流準備
◇ 学年交流会

11 ● ● 職場体験(11/9～10） ■ 追加フィールドワーク

・ 訪問礼状作成 ・ 体験礼状作成 ・ 全校発表会準備

・ 発表交流準備 ・ 発表交流準備 ◇ 全校発表交流会
◇ ◇ （ポスターセッション）

12 ・ 振り返り ・ 振り返り ・ 振り返り
◎ ・ 学んだことを発信

（新聞投稿等）

・ ガイダンス ・ ガイダンス

・ 追究カテゴリーガイダンス

1 ・ 個人追究テーマ設定 ・ ウェビング ・ ３年間の振り返り

・ 追究計画立案 ・ 個人追究テーマ設定 ◇

・ 追究計画立案 ・ 学んだことを発信

2 ◇ ・ ・

3 ・ ・

◎ コミスク授業
● 体験活動（コーディネーターに協力を依頼する。）
◇ 発表交流会（意見交流を重視するポスターセッションで行う。）

（１UPパスポート）

訪問計画立案

１年間の振り返り

（１UPパスポート）

＜T.S.２＞飛騨高山体験学習
飛騨高山の生活文化に触れ、
ふるさと浜松を見つめ直そう。

中間発表会（ポスターセッション）

１年間の振り返り

３年間のまとめ交流

＜T.S.１＞ふるさと浜松学習
ふるさと富塚の今を見つめ、私
たちにできることを探ろう。

１UPパスポートまとめ

追究参画活動

発表交流会（ポスターセッション）

浜松まつり交流

発表交流会（ポスターセッション）

＜T.S.４＞

北陸体験学習
日本の伝統文化や地
域を支えている人々の
姿に触れ、自分の生き
方を見つめよう。

個人での追究活動

事前訪問

フィールドワーク

＜T.S.５＞未来創造
・参画学習

浜松の課題解決に
参画し、ふるさとの
明るい未来を創造
しよう。

＜T.S.３＞職場体験学習

社会と仕事を見つ
め、自分の生き方を
考えよう。

将来を見つめる

令和5年度　総合的な学習の時間【T.S.】３年間の構想      松中31　浜松市立富塚中学校
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担　　当　　　　藤原　啓子

『ふるさと浜松とそこに生きる自分の生き方を見つめ、未来の創造に参画しよう。』

３年

未来に向かって

１年

ふるさと浜松を見つめる
月



令和５年度Ｔ.Ｓ.（総合的な学習の時間）全体計画 

 

 

 
育てようとする資質や能力及び態度 

学習方法 

・複雑な問題状況の中から適切に課題を設定する（SDGs 学習を含む）。 
・目的に応じて手段を選択し、情報を収集する。 
・必要な情報を収集し、多角的に分析する。 
・相手や目的、意図に応じて、論理的に表現する。 

自分自身 
・目標を明確にし、課題の解決に向けて計画的に行動する。 
・自己の将来を考え、夢や希望をもつ。 

他者や社会 
・異なる意見や他者の考えを受け入れ、尊重する。 
・課題の解決に向けて、社会活動に参画する。 

 
学 年 第１学年 第２学年 第３学年 

単元名 ふるさと浜松を見つめる 将来を見つめる 未来に向かって 

学習事項 

（追究活動） 

自分たちが暮らす浜松の特
色や課題を知り、自分にでき
ることを探る。 

社会の中で働くこと
の意義を考え、自分の生
き方を考える。 

浜松の課題解決に参
画し、ふるさとの明るい
未来を展望する。 

 
学習活動 指導方法 学習評価 指導体制 

・各学年のテーマに則した
探究的な学習。 

・個人テーマの設定→追究
方法の検討→フィールド
ワーク（体験活動、情報収
集）→学習のまとめ（情報
整理、分析）→発表交流会
→振り返り の流れを１
つの単元とし、取り組む。 

・課題意識をもた
せる指導の工夫 

（SDGs 学習）。 
・教科で身に付け

た学力の活用 
・言語活動の充実 
 
 
 
 

・レポート、ワークシート
等、作品による評価 

・発表交流会、発言による
評価 

・ポートフォリオを活用
した評価 

・自己評価や相互評価、他
者評価の導入 

・学期末、学年末の指導計
画の評価と修正 

・総合的な学習の時間主
任を中心とした総合的
な学習の時間部会での
連絡、調整 

・学年の総合的な学習の
時間担当を中心に活動
を計画し、実施する。 

・全職員による指導体制
の確立 

 
 

 
 

生徒の実態 
・落ち着いた態度で生活

することができる。 
・親子共に学習への関心

が高い。 

学校教育目標 

自ら考え進んで実践し、 
共によりよりよく生きる

生徒の育成 

保護者・地域の願い 
・社会人としての生活の

基礎・基本を身に付け、
地域に貢献できる人に
育ってほしい。 

「確かな学力」 
「善悪の正しい判断」 
「正しい礼儀作法」 地域の実態 

・自治活動、社会教育活
動に熱心な人が多い。 

・教育資源となる「もの・
こと・いのち」に恵ま
れている。 

Ｔ.Ｓ.（総合的な学習の時間）の目標 

○自ら課題を設定し、探究活動を通して、
学び方やもの考え方を身に付け、問題を
解決することができる。 

○自分の考えを積極的に伝え合い、効果的
な表現方法を工夫して発表することが
できる。 

地域との連携 

・コミュニティースクールとして公共
施設や地域人材との連携授業の実
践 

・コーディネーターの支援協力 
・学校公開、ブログで情報発信    

近隣の小学校との一貫指導 

・富塚小、富塚西小と指導を
つなぐカリキュラム作り 

 

各教科との連携 

・「表現する場面」や「言語
表現する場面」等を各教
科でも実施する。 

松中３１ 浜松市立富塚中学校 

担当 藤原 啓子 


